
〇 漁港漁場漁村整備促進議員連盟による県内視察結果 
 
令和７年 11 月 29 日、30 日の二日間、漁港漁場漁村整備促進議員連盟（会長：

鈴木俊一衆議院議員、幹事・事務局長：江島潔参議院議員）は、県北地区の漁港
港湾施設などを現地視察するとともに、平戸市、松浦市において管内漁業関係者
らと意見交換を行いました。 
初日は、長崎県栽培漁業センター（楠泊漁港）、舘浦漁港を訪問し、海水の温

暖化に対応した海藻種苗生産の取組、国土強靭化対策や海業の取組についてそ
れぞれ担当者からの説明がありました。 
その後、平戸市内のホテルで、松尾平戸市長の歓迎挨拶ののち、山中平戸市漁

協長、綾香中野漁協長、後藤志々伎漁協長、今野生月漁協参事（富澤漁協長代理）、
鴨川舘浦漁協長、山口大島村漁協長から組合の概要と取組を説明したのち、国土
強靭化対策や管内漁港の屋根施設、浮桟橋、防風柵等の整備に向けた要望及び意
見交換を行いました。 
二日目は、星鹿漁港、調川港を視察し、魚類養殖拠点や高度衛生管理型荷捌き

所などを視察しました。調川港内での意見交換会では、友田松浦市長らのご臨席
のもと、田淵松浦漁協長、加藤日本遠洋旋網漁協長他から組合の概要と取組等を
説明したのち、国土強靭化対策や浮桟橋等の整備による効率的な養殖の推進、並
びに産地機能の強化、老朽化対策やマウンド礁の追加整備等に向けた要望や意
見交換を行いました。 
これらの意見、要望等に対して、鈴木会長からは得られた現場の意見をしっか

り受け止め、中央に持ち帰り、これからの予算に生かしていきたいとのご発言が
ございました。 

 
（１）長崎県栽培漁業センター（楠泊漁港） 

 
 
 
 
 
 暖海性ホンダワラ類の種苗 

 

長嶋常務から説明 



 
（２）舘浦漁港（平戸市） 

 
 
 
 
 
 
（３）意見交換会（平戸市） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）星鹿漁港（松浦市） 
 
 
 
 
 
 

衛藤最高顧問、鈴木会長、江島幹事 

（前列） 

松田副市長、松尾市長、綾香組合長、後藤組合長、山中組合長、鴨川組合長、今野参事、山口組合長 

後藤組合長から説明 

鴨川組合長から説明 定置水揚げ状況（クロマグロ） 



（５）調川港（松浦市：市場概要説明） 
 
 
 
 
 
 
（６）意見交換会（松浦市） 
 
 
 
 
 
 
 
（７）田助ハイヤ節にて歓迎（田助ハイヤ節保存会様） 
 

「 ハイヤエ～ 
ハイヤかわいや 今朝出た船はエ～ 
どこの港にサーマ 着いたやらエ～ 」 

 
 

 

 

小川西日本魚市社長、加藤組合長 石本県議、友田市長 


